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少し明るさが見えてまいりました。個別銘柄にも出来高をともなって上げるものが出て来ておりま

す。しかし、高い位置にあるなら下がるのを待つべきです。上値を追ってどんどん高いところを買っ

て行くという程、良い地合いではありません。 
そこで問題になるのは、どの値段まで下げたら押しめ買いと見るかにあります。 
私たち、投資顧問のファンドマネージャーが、よく使う方法の一つに転換線というのがあります。

転換線とは立会い日数過去９日間の高値と安値のちょうど中間値段のことです。例えば立会い日数過

去９日間の高値が６００円で、安値が５００円とすれば、中間値段は５５０円。これがこの時点の転

換線ということになります。 
たったこれだけのことなのですが、非常に大きな意味を持っているわけです、というのは上に行く

力が強い銘柄は、調整したとしても転換線で下げ止まることが多いのです。別の言葉で言うなら、上

に行く力が強い銘柄は下げたとしても立会い日数過去９日間の高値と安値の中間値段程度で下げ止

まることが多い…… 。 このことを良くご理解頂いた上で、このところ人気を集めている（6913）
メルコのチャートをご覧下さい。高値を付けた後一時的な調整をしても転換線では下げ止まっている

ことがお解りいただけます。次に（6594）日本電産のチャートをご覧下さい。昨年９月半ばから１

２月半ばまでの長期間に渡って、転換線が下値の壁になっていることがおわかりいただけます……。 
そこで本日のポイントは、上に行く力が強い銘柄は転換線で押しめを待つと覚えておいて下さい。      
 

（無料テレフォンサービス）やさしいチャート教室 ０３－３６６９－５５５２ 
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このレポートは投資の判断となる情報の提供を目的としたものです。銘柄の選択、投資の最終決定は、ご自身の判断でなさるように

お願い致します。株式は値動きのある商品であるため、元本を保証するものではありません。 
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